






















































































織 物 絹織物 （含絹綿交織物） 綿　織 物?










? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
1894（27）39，353，15663．634．8 955，5303．9 0．8 16，338，01622．914．4 8，489，03220．・8 7．5 1，861，2026．9 1．6
97（30） 55，630，46068．034．1 13，490，19725．7 8．3 17，701，22214．510．9 9β52，90813．1 6．0 2，512，375．9 1．5
1900（33）44，657，02949．821．8 20，589，26330．910．1 31，361，97617．615．3 18，603，65917．3 9．1 5，723，6779．3 2．8
03（36） 74，428，90769．425．7 31，418，61437．710．9 42，065，47930．414．5 29，166，34236．610．1 6，875，30713．4 2．4
06（39）110，442，800．726．1 35，303，52627．8 8．3 63，365，13628．515．0 35，679，42731．3 8．4 15，619，19818．1 3．7
09（42）123，760，22686．130．0 31，656，77024．8 7．7 57，184，37022．013．8 28，923，55423．2 7．0 16，672，98615．2 4．3
大正
12（1） 149，852，7098 ．928．4 53，680，74625．010．2 71，215，84521．1 13．5 30，100，97920．4 5．7 25，766，39516．9 4．9
15（4） 151，773，82971．821．4 66，211，00730．9 9．3 113，926，12230．016．1 43，219，44729．0 6．1 38，511，42321．1 5．4
18（7）369，035，54270．118．8158，300，01919．5 8．1 408，650，46834．420．8117，532，82126．2 6．0 237，913，12338．112．1
21（10）416，893，13570．033．3 80，568，00216．6 6．4 316，451，99421．525．3 89，935，95214．6 7．2 204，673，3790．816．3
24（13）683，286，8481．637．8109，610，00014．7 6．1 480，824，74731．426．6125，840，42224．3 7．0 326，587，4843：818．1
昭和






産　　業 1909（明治42）年 ? 1914（大正3）年 ? 1919（大正8）年 ? 1924（大正13）年 ? 1929（昭和4）年 ?
? ? ? ? ?
金属、機械器具 73，992，729．3 177，769，9163．01，229，455，72418．0 826，054，12812．91，371，667，20618．5
化　　　　学 84，468，14810．6 170，532，44812．4 722，511，40410．6 724，175，818lL31，026，835，1733．8
ガス・電気 記載なし 25，251，7961．8 66，649，1691．0 106，620，3171．7 記載なし
紡　　　　織 393，623，42649．6 625，525，70545．63，354，265，9934 ．12，930，330，24745．93，043，219，4741．0
．一■一・幽「「，胴，¶「「－P一一一 一一一一一一冒一匿一幽一「冒一P曾曹甲 一一一．一一一．一 一置一一一一一．匿冒－・・9冒一一，一 F一一一．－－－冒 匿・匿冒一曾一響，一一一一一一一．一一－ 噛，■9曹9曽一 ．一，一一一一匿一－■齢「9曹一一，一 一F一匿一■一・一 匿冒一噛幽■一匿冒一匿曽匿曾．・曽冒． 一響，．一，一一一
紡　績 130，659，07716．5 213，514，81615．6 865，326，46312．7 787，450，47612．3 872ち067，87911．8








年【 絹　織 物1 絹綿交織物 綿　織 物 擁物合計（含そ の他）
明治
? ? ? ? ? ? ? ％
1894（27）32，552，94145．6 8，247，1161．6 27，167，56838．1 71，365，21800．0
97（30） 63，678，77452．0 11，725，0309．6 42，253，34734．5 122，481，982100．0
1900（33）84，055，86047．2 23，631，21313．3 61，326，38234．4 178，234，498100．0
03（36） 65，318，77447．2 14，460，69110．5 51，326，48537．1 138，286，873100．0
06（39） 93，606，29542．1 20，253，9569．1 86，474，21738．9 222，549，995100．0
09（42） 100，234，19138．6 24，184，8499．3 116，412，15244．8 259，682，143100．0
大正
12（1） 117，426，28634．8 29，842，0328．9 152，747，69445．3 337，197，152100．0
15（4） 121，686，74532．0 27，407，4207．2 182，384，22348．0 380，128，122100．0
18（7） 377，898，66131．8 71，137，4106．0 624，216，44752．5 1，189，271，699100．0
21（10） 503，163，99734．1 112，390，0877．6 663，488，51045．0 1，474，163，002100．0
24（13） 425，724，10827．8 91，533，6406．0 745，828，11148．7 1，531，456，976100．0
昭和







































































































P914（3）31，717100．013，24941．8 3，40010．7 133 0．4 6，76921．3 2，713@　450
8．6
P．4 3，43810．8
1919（8）43，949100．017，9540．9 3，5118．0 370 0．8 10，16523．1 5，10011．6 4，54310．3
1924（13）48，394100．017，3835．9 3，2366．7 2780．6 9，57519．8 4，0868．4 4，88310．1
　　　　　昭和































a　職　　工　　総　　数 b　染織業 c　製糸業 d　紡績業 e　織物業 f　絹織物業 9　綿織物業














P894（27） 一 一 一 一 一 一 一 一 35，053｝ 943，591一 一 一 一 『
1899（32） 151，266 256，763 408，029100．0250，31361．3 4，3501．1 80，29819．7 42，00710．3 13，756T，525
3．4
P．4 12，3693．0
1904（37） 207，951 318，264 526，215100．0278，89053．0 135，65225．7 68，88313．1 70，24513．3 31，580Q，420
6．0
O．5 23，4034．4











i1，611，990）100．0839，34955．2 287，43718．9 204，19713．4 273，61418．0 88，4085．8 150，9739．9
1924（13） 859，783 929，8351，789，618100．0935，09352．3 326，2881 ．2 224，84012．6 301，8861 ．9 75，1904．2 169，029．4
　　　　茸召和1929（4）








ﾈ上　　未満 10 30 30 50 50 100100 500500　　10001 00人以上
?
工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ?
　　　　明治
P909（42）16，80252．1 10，81233．5 2，0346．3 1，4604．5 9803．0 82 0．3 58 0．2
　　　　大正
P914（3）14，65546．2 11，5536．4 2，3427．4 1，8035．7 1，1553．6 1240．4 85 0．3
1919（8）20，11845．8 15，64835．6 1，4663．3 2，4745．6 1，8814．3 2020．5 1600．4
1924（13）23，41548．4 16，40633．9 3，5407．3 2，5855．3 1，9534．0 2680．6 2270．5
　　　　昭和
P929（4）33，18755．7 17，28728．9 3，9176．5 2，8314．7 2，1703．6 2950．5 2000．3
職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ?
　　　　明治
P909（42）108，4163．5170，27521．3 76，0949．5 97，95712．2180，79922．6 55，817．0 111，27913．9
　　　　大正
P914（3）94，3019．9 184，74319．5 87，8779．3 120，58812．7217，20422．9 82，7708．7 160，78217．0
1919（8）129，5248．5 249，45816．7130，9648．6169，88311．2359，567236139，3629．234L70822．5























ﾈ上　　未満 10 30 30 50 50 100100 500500 10001000人以上
?
工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ?
　　明治P909（42） 77520．8 1，16031．2 67518．1 64917．4 43611．7 21 0．6 4 0．1
　　大正P914（3） 52515．4 95027．9 60017．6 74421．9 53815．8 35 1．0 8 0．2
1919（8） 45412．9 86324．6 72220．6 73220．8 65818．7 72 2．1 10 0．3
1924（13） 35911．1 77323．9 54516．8 71522．1 72722．5 96 3．0 21 0．6
　　昭和P929（4） 50212．5 87321．7 64716．1 91222．7 92923．1 1333．3 24 0．6
職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ?
　　明治P909（42） 7，1643．7 20，70310．8 25，84813．5 43，64722．8 75，56639．4 13，8027．2 4，8312．5
　　大IEP914（3） 3，4401．5 16，837．5 23，25210．4 50，19322．4 99，01344．1 23，1710．3 8，3813．7
1919（8） 2，9421．0 15，8615．5 28，1109．8 50，33217．5128，7484．8 49，04817．1 12，3964．3
1924（13） 2，3390．7 14，7994．5 21，2336．5 47β1014．7150，99546．3 65，01519．9 24，097．4




ﾈ上　　未満 10 3030 5050 100100 500500 10001000　人以上
?
工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ? 工場数 ?
　　明治P909（42） 4，19149．7 3，41840．5 4895．8 2242．7 95 1．1 9 0．1 10 0．1
　　大正P914（3） 2，77541．0 3，03944．9 5107．5 2754．1 1422．1 14 0．2 14 0．2
1919（8） 4，14840．8 4，32642．6 8828．7 4774．7 2882．8 20 0．2 24 0．2
1924（13） 4，18943．7 3，80039．7 7828．2 4734．9 2642．8 23 0．2 44 0．5
　　昭和P929（4） 5，5253．0 3，51833．7 6966．7 4214．0 2282．2 18 0．2 28 0．3
職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ? 職工数 ?
　　明治P909（42）27，80517．9 54，02834．8 18，15611．7 15，0189．7 16，84710．9 6，7844．4 16，60810．7
　　大正P914（3）18，99811．9 49，00430．7 19，04911．9 18，17611．4 23，84214．9 9，1465．7 21，39113．4
1919（8）27，89010．2 99，08836．2 32，98812．1 33，44812．2 53，40619．5 14，0405．1 42，75415．6
1924（13）27，8969．2 61，34620．3 29，5449．8 32，14410．6 49，95316．5 15，7205．2 85，28328．3





A　全　　　　産　　　　業 B　紡　　　　績　　　　業 C　製　　　　糸　　　　業 D　織　　　　物　　　　業




P894（27）1，9402，080 2，409 40．2 10 89 一 45 49．5
1899（32） 914 2，912 72 2，305 34．4 16 128 23 90 71．4 5191，276 12 L28758．1 9 42 1 40 3．3
1904（37）1，4004，008 2894，000 43．3 35 165 32 164 83．2 9141，650 13 2，07084．0 73 111 19 215 10．5
1909（42）2，591 6，297 4，7599，155U，723
28．4 45 215 74 134 93．71，1302，325 39 2，50867．4 185 303 4081，18214．0
　　　　　大正
P914（3）2，7927，011 17，21014，578P0，334








61．3 116 2422，651 357 96．51，0232，8691，5112，95584．2 229 4007，0375，44053．5
1924（13）2，9738，78193，14537，141 76．7 39 2403，815 276 99．3 7352，9122，9852，98092．1 130 45715，7537，771 81．2
　　　　　昭和





職工釧・一・・人 10～30人 30～50人 50～100人　　　100人以上
??
忌1晋場謝 a b a b a 1・1・｝ ・1 ・1　　　印 b ・｛ b
明治年
1909（42）4，191 63 3，418 118 489 52 224 93 114 82 8，436 408
大正
14（3） 2，775 3283，039 652 510 179 275 189 170 4336，7691，781
19（8） 4，1481，2244，3262，209 882 752 477 590 3322，26210，1657，037
24（13） 4，189 3，800 782 473 331 9，57515，753
昭和
















































明治 千戸 ? 千戸 ? 千戸 ? 千台 千台 千台 千台 千台 千台 干台 千台 千台
1894（27）600 『 『 『 一 『 821 一 一 一 一 一
97（30） 665 一 一 一 一 『 947 一 一 『 一 一
1902（35）302 一 一 『 18 692 710 一 一 一 ｝ 一
07（40） 490 100 161
?
329 67 一 29 754 784 一 一 一 一 一
大正
12（1） 428 99 151 35 276 64 一 112 621 733 一 一 一 一 一
16（5） 490 100 266i9）
54?） 223 46 一 149 612 761 13792 8 5 2 1 3 2 149100
19（8） 556 100 299i15）


























30（5） 162 『 一
267




























































































































































































































局　　　　名 1905i明38年）1鵬年）膿毛剥 1瓢年） 1925i大14年）綿刷 1朧年）
工　　　務　　　局 330 625 646 630 503｝722
商　　　務　　　局 220 199 230 220 303
農　　　務　　　局 178 322 382 476 79 54
山　　　林　　　局 8 34 82 142 168 170
水　　　産　　　局 14 14 20 23 20

























蚕　　　糸　　　業 5（9二4） 26（14。8） 47（20．4） 70（15．5） 78（17．0） 88（17，7） 11（3．3）
米　穀　取　扱　業 5（9．4） 22（12．5） 24（10．4） 36（8．0） 27（5．9） 30（6，0） 33（9．9）
木炭製造・販売業 一 一 3（1．3） 15（3．3） 29（6．3） 19（3。8） 12（3．6）
荒物・藁工品製造・販売業 一 一 一 2（0．4） 2（0。4） 7（1．4） 9（2．7）
陶　磁　器　　〃 一 3（1．7） 2（0．9） 9（2．0） 9（2。0） 8（1．6） 8（2．4）



















商務局（　〃　） 8（3．6） 17（8．5） 34（14．8） 30（13．7） 28（9．2）
農務局（　〃　） 94（52。8）170（52．8）229（59．9）177（35．8）42（531。2） 29（53．7）
山林局（　〃　） 5（62．5） 17（50．0） 31（37．8） 61（42．9） 76（45．3） 74（58．7）



































































































































































































































手　織　機 足　踏　機 力　織　機 計





??＝? 653 16 271
50　　　1，923
50　　　1，923
1，447 2，092
　755
1，447 2，847
1，513
1，513
　　・前掲『織物に関する経済調査』505～509頁
げを経て、各消費地卸売商へと連繋していた36）。物流経路の主要なものは下図のごとくであるが、織
　　　　　　　　　　　　　　　　織物製造業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一38一
物製造業者が準備と製織を行なう。ただし、賃織に出す場合には、準備と製織が経営的に分離するの
である。さらに、この地域では、整理・仕上げは東京の織物問屋の業務となっており、後にみるよう
に、同業組合における懸案事項と関連してくる。
　ところで、この同業組合の機能はいかなるものであったか。「設立理由書」37）によると、「織物改良
同盟ノ団結ヲ起シ、之レカ改良進歩ヲ謀リ」、さらに「販路ノ拡張二力メ、団体二因リテハ外商ノ強
敵ト争ヒ、捷算ヲ期スル」ことを目的としていた。そして定款には、目的達成のため、製品の検査、
品評会、職工取り締まり、賃織業の取り締まり等が定められていた。組合の構成は織物製造業者（出
機屋を含む）、買継商、さらに撚糸、染色業者となっており、生産老と商人が一体となったものであ
った。
　次に、この組合が1910年代に取り組んだ事業をみると、まず1916年に従来、東京の問屋で行なわれ
ていた整理・仕上げ事業を、県内で行なうべく、県費補助を得て整理工場の建設を試みている。しか
しこれは不成功に終わった38）。さらに、1917年には産業組合設立による共同事業遂行が企図された。
そして組合地域内3ケ所に信用販売購買組合が設けられた。設立理由によれぽ①「原料日二騰貴シ、
資金ヲ要スルノ程度稻二高」まっている時であり、「資金ヲ得ルニ常二高利ヲ支払フノ止ムヲ得サル
状態」を打破し、組合設立により低利資金を確保し、「設備ノ完全ヲ期ス」、②「原料ノ購買、製品ノ
販売上勘カラサル便益アルヲ信シ、共同事業ノ助長ト製品ノ改善・統一」をはかる、ということであ
った39）。すでにみてきたように、同時期がB本経済の未曾有の発展期であり、織物業も力織機導入な
くして新たな生産力水準を獲得しえない時であった。当時、各銀行は不動産担保ないし有価証券担保
金融以外は不可能であり、機業家の多くは原料購入資金や経営拡張資金を必要としても、そのような
担保物件を所有していなかったゆえに、高利であっても買継商等からの資金借入れに依存せざるをえ
なかったのである。また原料糸購入についてはすでに紡績業界は寡占化が進んでおり、たびたびの操
短により下方硬直的価格動向となっていた4°）。それゆえ、一方では、できるかぎりのメーカーからの
流通過程短縮＝中間商人の排除、荷口の大規模化による単価切下げ、購買活動の共同化が、他方で
は、製品販売における規格統一と荷口の大規模化による大量販売、買いたたき防止が期待され、これ
らが産業組合結成の動機となったのである41）。そのほか、同様の趣旨で輸出織物業を対象としたもの
に大正8年設立の有限責任埼玉輸出織物販売購買組合や42）、広幅織物の整理事業を目的とした埼玉織
物設備利用組合の設立（1925年）がみられる43）。
　以上の産業組合併設事例からも明らかなように、在来産業としての織物業は、第一次大戦期に生産
力基盤の転換、生産形態の転換をみる。すなわち、旧来の問屋制度的家内工業の実態を形成していた
出機屋一賃織業関係は、力織機の導入による出機屋の内機経営への転換と、手織機を労働手段とする
賃織経営＝農家副業の解体の二側面から解体し、職工10人未満の零細工場の台頭となる。しかし、一
方での原料糸の独占的高価格と、他方における長い流通過程＝高い流通経費の狭間にあって、資金不
足に悩むこれらの零細経営も、経営的発展の展望を欠如したまま滞留するのである。ことに1920年代
前半の恐慌、不況は、一方では国際収支の悪化と深刻な国内経済の悪化を伴い、他方では労働争議の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一39一
多発といった社会不安を惹起した。かくて、社会的総資本の立場から貿易振興と不可分に、中小工
業、中小企業の「救済」策が具体化されるべき段階に達したのである。政策的には、組織化政策と金
融政策を根幹として、整備・統合、経営安定、合理化政策等が組み合わされて展開される。その場
合、同業者組織化政策も既述のように、粗製濫造防止策としてのみでは何ら「救済」策たりえず、い
まや一方では共同事業推進と低利融資を可能とし、他方では生産、販売、価格等への強力な統制機能
を合わせ持つ、新たな組織が、生産、流通の機能別に独自に求められるのである。なお、この「救
済」策がどの程度現実の救済に寄与しえたか、その場合の個別独占資本と中小工業、国家の経済統制
全体との関連については、今後の課題とする。
注1）拙稿「同業者組織化政策の展開過程」（『明治大学大学院紀要』第18集1980年）。
　2）　石井寛治『日本経済史』（東京大学出版会　1976年）235～239頁。
　3）　高村直助「独占資本主義の確立と中小企業」（『岩波講座日本歴史』18　1975年）
　　　ただし、高村氏は「私的性格こそ資本主i義の本質的属性」（86頁）だとして、独占資本主義論の展開に
　　おいて「国家独占」を度外視されており、資本主義的再生産構造の変遷という視角から独占を問題にしよ
　　うとする時、重大な問題点が生じるのではないかと思われる。
　4）　かつて山田盛太郎氏は『日本資本主義分析』（岩波書店　1934年）において、日本資本主義の「型」の
　　抽出を行ない、その解体から日本資本主義の一般的危機、崩壊を見透された。その際、「型の編制」（文
　　庫版72頁）において4型を呈示されているのであるが、それに即して同業組合の普及した産業領域を分類
　　した場合、第1類型の1～3型、および第2類型中輸出産業として再編されていった領域に該当している
　　　（下図参照）。ところで、山田氏は「型の分解」過程での商業資本の産業資本への形態転化と、当該独占
　　段階における資本の編成（＝独占資本対非独占資本）との関連、あるいは「分解」の具体的進行状態等に
　　ついては捨象されている（前掲書86頁）。本稿ではこの点に留意して、同業者組織化政策を解明したい。
資本
山田盛太郎『日本資本主義分析iにおける在来産業、問屋制度的家内工業の位置
第2類型（醸造業、窯業）
1・養麹謹嚢轡＝糸醐本型のJ・m…h・hl・・）
2・糟糠灘揃工業＝魁勺なJ・mm・・h’ihl・・）
3．製糸型（問屋制度的家内工業とマニュファクチュア＝純粋
　絹業における主導者冨旋回小軸　　日本型の特殊労役制度）
4．紡績型（大工業耳インド以下的労働賃銀、肉体消磨的労働
　綿業における主導者；旋回小軸　　　　　　　　　条件）
5）　高村直助「独占資本主義の確立と中小企業」45頁の表Ir貿易構成の動向」参照（『岩波講座日本歴史
　18』所収1975年）。
6）　ここで使用された統計数値はr工場統計表』のものである。それゆえ、1924年以前は職工5人以上使用
　工場、1929年はそれに加えて5人以上使用可能工場を、調査対象として集計されており、5人未満「工
　場」の価額は含まれていない。
一40一
8）「工場」の定義づけも難解な作業であり、ここで扱った資料でも、『農商務統計表』と『工場統計表』で
　は異なっており、前者では職工10人以上使用を、後者では5人以上使用をほぼ「工場」としていた。本稿
　ではひとまず職工5人以上で原動機使用のものを工場の目安としておく。
8）　高村直助氏の業績にしたがうと、1918年には、東洋紡績（1914年、三重紡績と大阪紡績の合併にて成
　立）、大日本紡績（1918年、尼崎紡績と摂津紡績の合併で成立）、鐘淵紡績の3社で綿糸生産の51．2パーセ
　ントを占めている（前掲稿60頁）。
9）　石井寛治氏は、製糸業の発展過程の検討において、1910年代を、「第n類型製糸家」の代表的存在であ
　った片倉組の「優等糸」生産への転換に象徴させながら、「『普通糸』中心の生産力段階から、より高度な
　『優等糸』中心の生産力段階へと推転し始めた」時期として位置づけている（『日本蚕糸業史分析』東京大
　学出版会　1972年　85頁）。本稿では、品質にまで掘り下げて生産価額上昇を捉える準備ができていない
　が、このような視角から生産力発展を考察することが不可欠だと考える。
10）たとえば、1909年における電動機のうち、織物業では355台、製糸業では37台までが他より電力供給を
　受けるものであったのに、紡績業は6台のみという状態であった。
11）参考のため下表を掲げておこう。
第15表　主要工業における職工1000人以上工場の電動機保有比率（1919年）
＼還遭」金属1睡囎具1 化学1陣糸紡績 織　　物
1000人以上工場の馬力 　％Q5 　％U0
　％
P1
?? 　％
W8
　％
T0合　　計　　馬　　力
・少数位切り捨て　　・1は第1部門（生産手段生産部門）
・塩澤君夫他編『日本資本主義再生産構造統計』（岩波書店 1973年）の数値を使用
12）　山田前掲書　83頁。
13）　この第1条の規定に基づく物産の種類は織物、米雑穀等実に136種類に及んでいる　（小野武夫・飯田勘
　一『最新重要物産同業組合法精義』清水書店　191886～88頁）。なお1900年4月商発第87号次官通牒「同
　業組合発起認可打合方ノ件」によって、「…組合地区内二於ケル各品種一箇年間ノ生産製造又ハ販売額十
　万円二満タサルモノハ蚕糸業其他特別ノ事情アル場合ノ外設置認可不相成筈有之候…」とされた。
14）　埼玉県行政文書「明3617－33」参照。
15）　『第22回商業会議所聯合会報告』37頁（山口和雄i編『本邦商業会議所資料』雄松堂フィルム出版　以下
　引用のさいには『商業会議所資料』と略記）。
16）　『37帝国議会貴族院議事速記録』239頁。
17）　『37帝国議会貴族院委員会議事速記録』105～109頁。なお、このような問題点のある同業組合による検
　査よりも、官営の検査が適当でないかという意見に対しては、「産業上ノ秩序ヲ維持シ、粗製濫造ヲ防グ
　　ト云フガ如キコトハ官憲ノ干渉ヲ出来ルダケ避ケ、自治団体タル同業組合ノ作用二依」らしめたいという
　見地から不可としている。さらに組織化対象については、「小ナル工場殊二手工業ノ工場ヨリ出ルトコロ
　ノ品物ハ、今尚ホ不統一不揃、ソレガ為メニ海外ノ競争場裡二立ツテ十分ニマダ日本品タル声誉ヲ発揚ス
　ルコトガ出来ナイ」でいる、それゆえ「大工場ノ生産物ト並立ツテ恥チザルマデニ精選シタ品物ヲ海外二
　出スベク同業者ノ自治二依ル検査ヲー層確的二且ツ公平ニナラシメン」（『37帝国議会衆議院議事速記録』
　786頁）として、「小ナル工場」としている。
18）　この品目については1916年農商務省告示第90号および1917、18年の同告示（第48号および240、333号）
　で指定されている。その数は54品目に及んでいるが、内容は織物類をはじめとして魚貝類、柑橘類、花
　莚、真田等の伝統的工芸品およびブラシ、セルロイド製、石鹸といった新たな雑貨品などであった（『重
　要物産同業組合法令』参照）。
19）　たとえば、花麺は前述検査規則により国営検査へ、輸出羽二重についても、その主産地の一つである福
　井県では1909年に県営検査へと変わっている。ただし、わが国の輸出の大宗であった生糸は、1895（明治
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　28）年生糸検査所法に基づき、主に横浜の国営検査所が機能していた。
20）　輸出燐寸取締規則（農商務省令第24号）第1条中より引用。なお、各取締規則とその位置づけについて
　は、『商工政策史』第6巻　貿易（下）　15～19頁参照。
21）　1916年第23回商業会議所聯合会からの政府建議、「重要輸出品検査制度設置二関スル要件」における検
　査機関に関する叙述では、「検査ハ政府直接二之ヲ行フヲ要ス、但地方庁又ハ同業組合二行フ検査ニシテ
　適当ナルモノハ、此限リニアラサルコト」としている。該建議は重要物産同業組合法改正法律公布の後に
　出されているので、該改正法律案作成とは無関係ではあるが、組合検査の有効性を認めている点は確認で
　きる。なお、同建議において、燐寸、莫大小、綿ネル等28品目の検査が必要であるとされているが、後の
　取締規則制定に生かされたと思われる（「第23回商業会議所聯合会報告」16～18頁　前掲『商業会議所資
　料』所収）。
22）商第8999号次官通牒、「重要物産同業組合及同聯合会ノ取扱二関スル件」は、1909年「内訓」が整理さ
　れて叙述されている（農商務省工務局『同業組合及重要輸出品取締関係法規』23～27頁参照）。
23）三和良一「日本のカルテル」174頁（宮本又次、中川敬一郎監修『日本の企業と国家　日本経営史講座
　4』日本経済新聞社　1976年　所収）。
24）　1921年商第6664号（埼玉県行政文書「大1267－14」）。
25）　『50帝国議会衆議院議事速記録』168～169頁。
26）　かつて『最新重要物産同業組合法精義』（前掲）の著者は、「同業組合の如きも必ず他日トラストと迄は
　行かずとも、企業聯合即ちカーテルの如く組合が積極的態度を以て、或は生産制限を行ひ又は価格の一定
　を計ることの出来る時期が必ず到来するであらうと思ふ。又近き将来に於ける問題としては現今の消極的
　事業の他に積極的事業を行ふことを得る様に法律を改正し、場合に依りては産業組合の事業の一部たる共
　同購入、又は共同販売をも兼ね行はしめたならば、同業組合をして更に一新生面を開かしめ得るであらう」
　　（4～5頁傍点は引用老）と述べていた。ここでの「積極的」は、統制と共同事業という2様の意味を
　含意している。
27）1925年商工省告示第6号によると22品目が指定され、その主要なものとして、織物、硝子、陶磁器、セ
　ルロイド、真田、帽子等があった。
28）　重要輸出品工業組合法第8条では、「営業上ノ弊害ヲ矯正スル為特二必要ト認ムルトキハ、行政官庁ハ
　命令ノ定ムル所二依リ、工業組合ノ組合員二非サル者ニシテ其ノ組合ノ地区内二於テ組合員タル資格ヲ有
　スルモノヲシテ、其ノ組合ノ定ムル取締又ハ制限二依ラシムルコトヲ得」（輸出組合法では第9条が同趣
　旨）とされている。
29）　『50帝国議会衆議院議事速記録』169頁。
30）ただし、「…実ハ、…何力出来ルト云フト直グニ低利資金ヲ融通シテ呉レダノ云フヤウナ運動ガ起ル、
　…先ヅ其成ルベク自立自営デヤラセル」とも述べており、過大評価は許されない。なお、法文中では抽象
　的にしか記されていないが、質疑応答のなかで、両組合が「販売価格ノ統一」、製造高制限を行ないうる
　ことが明らかにされている（『50帝国議会貴族院委員会議録』49～55、65～75頁）。
31）　有澤廣巳『日本工業統制論』（有斐閣　1937年）67～80頁参照。もちろん、だからといって同業組合が
　現実の政策中から直ちに放棄されたわけではないが、出発点たる輸出振興さえも、共同事業をなし得る輸
　出組合や工業組合の所轄に置き換えられた。なお、三土次官は前述委員会（注17）において、場合によっ
　ては「重要物産同業組合が解体スルコトガ出来ヤウト思ヒマス、併シ解体シテモ、此方ノ．方ガヨリ良クナ
　ルモノデアリマスカラ、致シ方ナイト思フ」（前掲72頁）と言い切っている。
32）　この調査結果は「工局569号」（1924年3月24日付）工務局長からの工業関係の同業組合調査依頼に添付
　されたものである。そもそも今回の調査は、「中小工業二関スル団体法制ノ調査考究」の参考とするため
　のものであり、1925年重要輸出品工業組合法とはおおいに関係していた（埼玉県行政文書「大1613－21」
　参照）。
33）　労働者取り締まりについては前掲の1909年『内訓』、共同事業については同法の第6条における「営利
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　事業」の禁止が、それぞれ微妙な関係にある。なお労働者の取り締まりについては西陣織物同業組合や尾
　西織物同業組合の定款にもあり、別の機会に触れておいた（前掲拙稿84頁）。
34）　それに該当する同業組合は、所沢織物、所沢飛白、川口鋳物、埼玉織物、秩父絹織物、埼玉県小川製
　紙、武州本場絹織物、武蔵絹織物、行田足袋、大里絹織物の各同業組合であり、1923年現在で織物関係同
　業組合は県下に11組合であったから、6割以上の織物関係同業組合が産業組合を随伴していたことになる
　　（前掲　埼玉県行政文書「大1613－21」）。
35）　農商務省工務局『織物及莫大小に関する調査』（1925）によると、出機屋とは「自ら機台を有せず単に
　整経機を具へ整経して経玉となし、之を自ら其の華客先なる数軒乃至二、三十軒の農家に配布し、又は玉
　　　　　　　　　ママ　背負ひと称する専問周旋業者をして配布せしめ、織賃を払ひて製織せしめ、其の製品を集めて之を東京の
　織物問屋に販売したるもの」（39頁）とされている。
36）　前掲『織物及莫大小に関する調査』1925年　47～51頁参照。
37）　埼玉県行政文書「明3604－12」（「北足・浦和町埼玉織物同業組合設置ノ件商工局長へ回答」）参照。な
　お1905年非常特別税法として織物一般に消費税が課せられるが（1910年以降は織物消費税法）、その納付
　徴収事務は同業組合の仕事となり、一定の交付金が交付されるようになる。
38）　これは設備の不備と東京問屋の反対にあったためのようである（前掲『綿物及莫大小に関する調査』47
　頁）。
39）　前掲「大1613－21」
40）紡績業は寡占化に加えて、該業界のカルテル組織である大日本紡績聯合会（1902年紡績聯合会より改
　称）により、1920年までに9回もの操短を行なってきた。問題の第1次大戦期も53ケ月中30ケ月もの操短
　がなされ、綿糸相場の高騰が続いた（前掲高村論文　68～69頁参照）。
41）　東京税務監督局『織物に関する経済調査』（1930年）によると、同地域における綿織物の原価構成は、
　原料代71．8パーセント、工賃21．8パーセント、営業費3．45パーセント、純益2．95パーセソトであり、原料
　糸価格構成比率が圧倒的である。また、営業費内訳では、その約40パーセソトが利子割引料であり、借入
　金利率の高低がこの費用の多寡にとって決定的といえる。さらに、卸売市価と小売市価を較べると後者は
　前者の5割内外の差を有しており、流通経費がいかに大きいかが理解しうるのである（559～562頁参照）。
42）　この組合は埼玉織物同業組合ほかの同業組合が共同して設立したもので、「製品ノ大量取引ト原料ノ共
　同購入」を目的としていた（前掲「大1613－21」）。
43）　前掲『織物に関する経済調査』550頁。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（博士後期課程53入学）
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